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研究成果の概要（和文）：アフリカ熱帯雨林および南太平洋ニューギニア島の低湿地帯に暮らす狩猟採集民の子
どもを対象として栄養状態、成長、体力を評価した。全般的に栄養状態は良好であった。年齢上昇とともに1日
総移動距離、行動半径は増加し、思春期に入ると個人差が拡大した。この傾向は女子よりも男子で顕著であっ
た。予測しなかった結果として、アフリカ熱帯林に暮らす狩猟採集民の子どもの1日総歩数の平均値は男女とも
に2万歩を超え、国際基準値を大きく上回っていた。狩猟採集民の子どもは現代の子どもよりも相当多く歩いて
いることが示唆された。現代社会で使用されている体力テストは子どもの体力を過小評価する可能性が示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：Nutritional status, growth and physical fitness were evaluated for children 
of hunter-gatherers who lived in the African rainforest (Cameroon) and the South Pacific Islands 
(Papua New Guinea). Overall, the children had good nutritional status. Their daily travel distance 
increased with age, and inter-individual differences expanded when they grew to adolescents. This 
tendency was more pronounced in boys than in girls. Surprisingly, the mean daily step counts for the
 hunter-gatherer children was more than 20,000 steps for both boys and girls, which greatly exceeded
 the international standard. In other words, hunter-gatherer children walked considerably more than 
their counterparts living in modern societies. The results of physical fitness tests suggest that 
the test items widely used in our societies could underestimate the physical fitness of the 
hunter-gatherer children.

研究分野： 人類生態学
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１．研究開始当初の背景 
(1)子どもの身体に異変が起きている。親の
世代に比べて体力テストの成績が悪い、転び
やすく怪我（骨折）しやすい、でんぐり返し
ができない、など子どもの体力低下の報告は
枚挙にいとまがない。また、飽食の時代とい
われて久しいが、過食と運動不足による肥満
化傾向も止まらない。 
 
(2)これは日本をはじめ、先進国のみの現象
ではない。経済成長著しい新興国はもちろん
のこと、途上国においても急激な近代化・都
市化によって子どもの肥満と体力低下が社
会問題となっている。今、世界の子どもたち
は「肥満化・体力低下時代」を生きているの
である。 
 
(3)ところが、このグローバルな現象とは無
縁な子どもたちが存在する。いわゆる「伝統
社会」と呼ばれる、自然に深く依存した生活
世界に生きる子どもたちである。もっとも伝
統社会といってもグローバル化の影響を免
れることはできず、大人の生活は少しずつ変
化している。しかし、幸いなことに、子ども
のライフスタイルは基本的に変わっていな
い。例えば、狩猟採集民の子どもたちは、現
在でも森での遊びを通して生き抜くための
智恵や技術を学んでいる。 
  
(4)人類進化の歴史の 99%という途方もない
時間を掛けて狩猟採集生活に適応して進化
してきたことを鑑みると、狩猟採集社会の日
常生活の中に子どもの体力と健康のあるべ
き姿を見出すことができるのではないかと
着想した。狩猟採集社会の子どもの身体、ラ
イフスタイルについて丁寧なフィールド調
査によって得られたデータと現在の健康基
準値による評価との「齟齬」を分析・考察す
ることで、現代に生きる子どもの「健康」に
ついてヒントが得られるものと確信する。 
 
２．研究の目的 
15 年以上におよぶ開発途上国および「伝統社
会」における調査経験をもとに、アフリカ熱
帯雨林で移動生活をおくるアクセス困難な
ピグミー系狩猟採集民およびニューギニア
島の低湿地帯に暮らす狩猟採集民を対象と
する。「遊び」と「食」に焦点をあてて、栄
養状態、成長、食と栄養、行動、身体活動、
体力に関するデータを収集し、自然と調和し
て自給自足的生活を営んでいる狩猟採集民
の子どもの身体とライフスタイルを評価す
ることを目的とする。 
具体的な研究目的を以下 4 点にまとめる。 

 
(1) 成長・発育 
身体計測、数式モデルによる成長パターン解
析によって、成長、発育・発達を評価する。 
 
(2) 身体活動、行動パターン 

日常生活で見られる子どもの「遊び」を身体
活動として捉えて、子どもの運動量を評価す
る。個体追跡と GPS によって「遊び」をモニ
ターし、子どもの時空間利用を把握する。 
 
(3) 栄養素摂取、食の多様性 
食事調査を行い、エネルギーおよび各種栄養
素の摂取量、摂取食物の種類、多様性を評価
する。 
 
(4) 体力・フィットネス 
日本・アジア・ヨーロッパで使用されている
各種の「体力テスト」を基盤としてフィール
ド調査地において実施可能で妥当性の高い
テスト種目を考案する。体力テストを実際に
実施して狩猟採集民の子どもの体力レベル
を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 子どもの「食」（食生態と栄養摂取） 
・食生態調査（観察、聞き取り）：食物の入
手源、獲得方法、食物分配、食事時間、誰と
一緒に食べるかについて観察、測定した。 
・食事調査（秤量法、24 時間思い出し法）：
直接秤量と 24 時間思い出し法を併用した。
アフリカおよび南太平洋の食品成分表を用
いて摂取カロリーおよび栄養素（たんぱく質、
炭水化物、脂質など）の栄養価計算を行った。
食物摂取の多様性について既存の質問紙を
用いて評価した。 
 
(2) 子どもの「遊び」（行動パターン、身体
活動量、体力） 
・生活活動時間調査（個体追跡、GPS、加速
度モニタリング）：GPS による位置情報モニタ
リングと個体追跡を行った（1人連続3日間）。
GPS の位置データを地図（Google Map）に落
として行動範囲・行動半径を推定した。また、
加速度モニタリングによって1日のエネルギ
ー消費量（消費カロリー）を求めた。遊びの
種類、運動量、他者（友人、大人）とのコミ
ュニケーションについては、個体追跡で観察、
また聞き取りを行った。 
・体力テスト：「新体力テスト」（文部科学省
2000）、アジア標準体力テスト、ユーロフィ
ット（欧州）を参考にフィールド調査地に適
した仕様にアレンジして実施した。木登りや
穴掘りなど自然の中での子どもの活動（遊
び）を観察した。 
 
(3) 子どもの「健康」（身体計測、血圧） 
・身体計測（身長、体重、体脂肪率、上腕囲、
上腕三頭筋および肩甲下皮脂厚）および血圧
の測定を行った。WHO の成長曲線を用いて、
年齢に対する身長（Height for Age）、年齢
に対する体重（Weight for Age）、年齢に対
する BMI（body mass index for Age）、身長
に対する体重（Height for Weight）につい
てそれぞれの Z-score を算出し、栄養状態・
成長状況を評価した。 



 
４．研究成果 
(1) 狩猟採集民の子どもの「身体」 
ベースライン既存集団（N = 626）において
手薄であった乳幼児を中心にデータを集め
ることができた。遠方に移動してしまったも
のも多く、縦断的に身体計測を行うことは困
難であったが、異なる測定回数（1回、2回、
3 回）のばらつきを数学的に処理して混合縦
断データ（Mixed Longitudinal Data）とし
て解析すべく検討を行っている。 
ベースラインの626名のデータから成長曲

線を描き、成長速度曲線から思春期スパート
の存在をグラフィカルに示した。さらに成長
加速度曲線を求めスパートが存在している
ことを確認した。 
 
(2) 狩猟採集民の子どもの「行動」 
思春期前後（年少 vs. 年長）を比較すると、
男女とも年長の子どもは年少の子どもに比
べて村（自分の村）での滞在時間が少なく、
森や他の村における滞在時間が長かった。男
女を比較すると、年長女子は森に長時間行く
傾向があり、年長男子は他の村に長時間行く
傾向が見られた。年長女子は自分の母親を含
む成人女性のグループと一緒に森に入り食
物採集を行っていた。一方、年長男子は成人
男性と森に狩猟に行くとともに、他村で農耕
民の友人などと接触していた。 
男女を問わず、年齢上昇とともに 1日総移

動距離は増加した。年齢にともなう移動距離
の増加率は女子の方が男子よりも高かった。
同様に男女ともに年齢にともない行動半径
も拡大したが、思春期において行動半径はピ
ークを迎えていた。興味深いことに、思春期
に入ると移動距離・行動半径に個人差が拡大
した（図１）。この傾向は女子よりも男子で
顕著であった。予測しなかった結果として、
アフリカ熱帯林に暮らす狩猟採集民の子ど
もの 1日総歩数の平均値は男女ともに 2万歩
を超え、子どもの 1日総歩数の国際基準値を
大きく上回っていた。狩猟採集民の子どもは
現代の子どもよりも相当多く歩いているこ
とが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１.１日総移動距離（男子＋女子） 

 

(3) 狩猟採集民の子どもの「食」 
24 時間思い出し法でインタビュー前日の食
事について聞き取りを行った。子どもたちの
食事は大人の食事と同様、根茎類、野菜・き
のこ類、肉類、魚類の組み合わせだった。ニ
ューギニアに特徴的なものとしては、サゴヤ
シの木の幹から髄を削り出して水を加えて
抽出したサゴデンプンを乾燥させて焼いた
もの、購入食品のコメ（ニューギニア）が観
察された。一方、アフリカ熱帯林では、購入
食品はほとんど観察されなかった。食物摂取
の多様性に関する質問紙調査からは、食品の
種類は少ないものの、バランスよく食べてい
ることが分かった。さらに詳細な分析を続け
ている。 
 
(4) 狩猟採集民の子どもの「体力」 
現地フィールドで実行可能性の高い種目と
して、握力（kg）、立ち幅とび（cm）、上体起
こし（回/30 秒）、立位体前屈（cm）を実施し
た。現在、分析を行っている最中であるが、
日本の子どもの基準（同年齢、同性）と比較
すると、全般的に低値をとる傾向がみられた。
既存の体力テストの種目では狩猟採集民の
子どもの体力を正確に反映できない可能性
が示唆された。 
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